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はじめに 本⽇の説明の概要

1 ホテル・飲⾷店等との連携
→横浜市場を中⼼とした市内企業による観光・MICE需要の獲得

2 マルシェ等「⾷」のイベントの実施
→横浜市場から「新しい横浜の⾷の魅⼒・楽しみ⽅」の提案

3 南部市場のライブマーケット
→⾷のイベントと地域連携の実践
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1 ホテル・飲⾷店等との連携①
〇横浜市場直送店登録制度

ハマからチョクでドンッ︕
・本場・⾷⾁市場と取引のある⼩売店・飲⾷店
を登録・PR（アンバサダー出川哲朗⽒）

・登録数︓187店舗（11⽉29⽇現在）
今後、野⽑や関内等商店会・地域単位
での加⼊促進等を推進

→「横浜市場×商店会」によるフェアで地域の
⾷⽂化の盛り上げを⽬指す

宣伝⽤ポスター・チラシ
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1 ホテル・飲⾷店等との連携②
〇横浜ガストロノミ協議会と連携した市場フェア

「LOVE&FISH」
・⼀流シェフと市場⾷材の新メニュー開発
①レシピ集の作成・配布
②11の有名店*で「市場フェア」を開催

・「横浜市場×ホテル・レストラン」で
テーマ性のあるフェアを実施し、
横浜の「新しい⾷⽂化」を協働で創造

⼀流シェフと作成したレシピ集

*参加店舗
・シェ・フルール横濱 ・ストラスヴァリウス
・ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル イタリア料理「ラ ヴェラ」
・横浜ベイホテル東急 オールデイダイニング「カフェ トスカ」
・レストラン ペタル ドゥ サクラ ・ビストロ酒場 Marine Club
・インターナショナル キュイジーヌ サブゼロ
・Hitotsu ・浜懐⽯ つねとら
・崎陽軒 イルサッジオ ・崎陽軒 嘉宮 ３



1 ホテル・飲⾷店等との連携③
〇ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテルの

「ヨコハマ・マルシェ」

・市場直送⾷材を中⼼とした
フェアの実施

・期間 令和3年10⽉1⽇〜
令和4年1⽉10⽇

（クリスマス期間等を除く）
・会場 1階 ブッフェ・ダイニング

「オーシャンテラス」
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（画像提供︓ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル）

1 ホテル・飲⾷店等との連携④
〇ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテルの

「ヨコハマ・マルシェ」

横浜⾷⾁市場直送「“ハマモツ”のもつ鍋」

横浜市場直送「鮮⿂のしゃぶしゃぶ」横浜市場直送「鮮⿂のエスカベッシュ」

横浜⾷⾁市場直送
「 “ハマモツ”レバーと茸、
横浜産野菜のオーブン焼き」

〇ランチメニュー 〇ディナーメニュー
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1 ホテル・飲⾷店等との連携⑤
〇ホテルシェフ等からの市場に対するコメント

・市内の複数ホテルで市場と連携したフェアを⾏うことも可能。
・市場から、「横浜らしいストーリー性のある⾷材」を提案してほしい。
・⼤きな国際会議では、⼀度に3〜4000席のオーダーもある。

〇今後の取り組み

・「横浜市場×ホテル」の連携フェアから取組開始
⻑期的に宴会や国際会議の需要取り込みを⽬指す

・横浜市場が中⼼となって観光・MICEの⾷材需要を受注
横浜市内に経済波及効果を還元できるよう取組を推進
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〇市場まつり（毎年11⽉開催）
・市場事業者による地域貢献として実施
する地域の⼀⼤イベント

・4万⼈以上の市⺠が、市場⾷材を堪能

〇市場⼀般開放（第１・３⼟曜⽇）
・仲卸店舗での⽔産物販売やマグロ解体
ショー、捌き⽅教室などのイベントを実施

・平成20年から260回以上開催
毎回1,000⼈以上の来場者による賑わい

2 マルシェ等「⾷」のイベントの実施①
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〇横浜⾷⾁市場ＰＲ館
・安全・安⼼な⾷⾁の⽣産・流通をＰＲ
・⾒学者向けに新鮮なハマモツ等のＰＲ販売

2 マルシェ等「⾷」のイベントの実施②

〇横浜⾁まつり＠ブランチ横浜南部市場
・市場事業者と連携して市場取扱ブランドをＰＲ
・来場者へ試⾷・精⾁販売・市場ＰＲを提供
・キッチンカーや地ビール会社等と連携・賑わい創出

令和元年11月30日 食肉市場主催 ８

2 マルシェ等「⾷」のイベントの実施③

〇⾚レンガ倉庫との連携

・令和2年度冬 漁師鍋の実施を検討
（コロナ禍で⾒合わせ）

・令和3年度夏 BBQで
市場特選「海鮮セット」を提供

⽇程︓令和３年１⽉15⽇（⾦）〜１⽉31⽇（⽇）
コンセプト︓新しい⽣活様式に沿った鍋の今年らしい楽しみ⽅

⽇程︓令和３年７⽉22⽇（⽊）〜８⽉29⽇（⽇）
コンセプト︓⾚レンガ倉庫で楽しい思い出作り
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2 マルシェ等「⾷」のイベントの実施④

〇京浜臨海部再編整備マスタープラン（平成30年改定）
「市場に隣接する低未利⽤地を活⽤し、市場と連携した「⾷」を
テーマとするマルシェイベントを開催し、賑わいを創出する」

市場と連携した「⾷」をテーマとした賑わいの創出
とみなとみらい21地区から伸びる新たな⽔際線を
⽣かしたプロムナードの形成

横浜ならではの景観を望む市場隣接の低未利⽤地
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2 マルシェ等「⾷」のイベントの実施⑤

〇令和3年度 サウンディング型市場調査の実施（19社が参加）
⺠間事業者と市場が連携した⾷のイベントの実現可能性を検討

【サウンディング結果】

→BBQやキッチンカー、マルシェ等のイベントの実施は可能

→⺠間事業者も、市場との連携によるイベントの差別化に期待

→上下⽔道等のインフラ確保、広報集客対策は、⾏政⽀援が必要

→良質なイベントを継続し、リピーター確保と認知度向上を図ることが重要
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2 マルシェ等「⾷」のイベントの実施⑥
〇令和4年度から、市場隣接地でBBQ、キッチンカー、マルシェ等

多様なイベントの実施を準備中
→市場の⾷材の魅⼒や、市場の世界観を活かし、多様な「イベント」を検討
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3 南部市場のライブマーケット①

〇ブランチ横浜南部市場
→「⾷のライブマーケット」
をコンセプトに賑わい創出

〇⾷の専⾨店街
→⽣鮮品他、業務卸ならではの品揃え

〇アド街ック天国、ニュースイット等
ゴールデンタイムや
⼣⽅のニュースで何度も紹介
→「新しい買い物体験の場」として
広く認知度が向上
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3 南部市場のライブマーケット②

〇海辺広場
→開放的な空間を活かした
イベント

→購⼊した⾷材を持ち込み
BBQも

〇NANBU BASE
（キッチンスペース）
→市場関係者による
「のっけ丼」イベント

→「⾷」を通じた様々な交流
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3 南部市場のライブマーケット③
〇商店会との連携
→周辺店舗によるマルシェイベントで「ご⾃慢の品」を販売

〇アウトレット、マリーナ、⼋景島等との連携
→回遊性の向上によるマイクロツーリズムへの対応
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まとめ 「観光都市・横浜における横浜市場の役割と可能性」

〇横浜市場が
「新しい横浜の「⾷」の魅⼒や楽しみ⽅」を提案

〇これにより、
横浜市場の価値を⾼め、市場取引を拡⼤することで、

市内への経済波及に繋げる

〇さらに、
市場周辺地域の賑わいづくり、憩いの空間創出に貢献
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